
Ⅰ．はじめに

　筆者らは１９９９年１２月１～２日，南根腐病の調査を行う

ために，奄美群島の奄美大島および徳之島を訪問する機

会を得た。調査期間中，徳之島伊仙町の鹿児島県農業試

験場徳之島支場構内に防風林として植栽されているモク

マオウ（Casuarina equisetifolia J. R. and G. Forst．） に

うどんこ病（写真１）と思われる病害を発見した。

　これまで，我国においてモクマオウのうどんこ病につ

いては記録がない（1， 3， 4， 5）ので，ここに簡単では

あるが，報告したい。

Ⅱ．発生地域

　調査期間が短かったこともあり，発生場所についての

詳細な確認はできなかったが，上述したように徳之島伊

仙町では確認されている。また，喜界島の森林組合が管

理するモクマオウの苗畑では数年前から毎年発生し，そ

の被害は苗の９割に及ぶことが，聞き取り調査により明

らかになっている。したがって，本病害は奄美群島を含

む南西諸島に広く分布している可能性がある。

Ⅲ．病原菌の形態的特徴

　本菌の分生子柄は表層菌糸の背面から生じ，直立し，

大きさ６２～９２ｘ８～８．５μｍで，１～２の隔壁を有す（写

真２）。分生子は無色で円筒形（写真３），分生子柄上に

単生し，大きさ２２～３９．５ｘ８．５～１２．５μｍ。フィブロー

シン体は見られない。

Ⅳ．考　察

　モクマオウのうどんこ病については前述したように，

我国では現在のところ発生の報告がない。また，完全世

代も観察されないことから，病原菌の分生子世代の観察

と併せ，本病を Oidium sp. によるモクマオウうどんこ

病としたい。

　本病害の発生生態についてはほとんど知られていない。

前述したように，南西諸島の広い地域で発生している可

能性があるが，発生場所の詳しい調査が行われておらず，

その詳細については不明である。また，聞き取り調査を

した喜界島の苗畑では，発生時期は１１月頃からで，翌年

１月には自然に終息するとされているが，発生時期につ

いても，当然のことながら詳しい調査は行われていない。

今後，早急に本病の発生地域や発生時期について詳細に

調査する必要がある。

　樹木のうどんこ病は，通常，樹木を枯死させるもので

はないが，葉の一部を枯死させたり，光合成能を低下さ

せ個体を衰弱させるなどの悪影響を及ぼす。苗に発生し

た場合はその影響が強く働き，場合によっては他の要因

による死亡を助長する（2）。喜界島の発生例のように，

苗畑で大発生することも多いと考えられるため，今後，

薬剤散布を含めた防除技術の開発が強く望まれる。
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写真の説明

１．モクマオウの葉に発生したうどんこ病

２．病原菌の分生子柄：通常１～２の隔壁を有する。スケールは１０μｍ。

３．病原菌の分生子：無色透明，円筒形でフィブローシン体を欠く。スケールは１０μｍ。


